






要約:母児同室、半同室、異室の 3 施設での異常のない初産婦(祷婦)それぞれ 80 例、57

例、68 例を対象とし、母性理念、対児感情、育児動機、および、マタニテイ・ブルーズ

に関するアンケート形式による調査を行った。母性理念尺度については、同室/半同室で

母性育成がより促進される方向にあった。対児感情尺度については、同室/半同室で児を

受け入れる気構えがより整いつつあることが判明した。ただ、育児動機尺度については、

同室/半同室で育児への動機がより助長されるという傾向はみられなかった。一方、マタ

ニテイ・ブルーズについては、同室でも異室に近いハイリスクであることが注目され、半

同室ではそのリスクが低かった｡以上のことより、母児同室/半同室は、母体の精神面支援

に、とくに母性育成という視点からみて、望ましいシステムといえる。ただ、このような

システムを推進していく上には、医療看護側の十分な指導とサポート、家族の理解が必須

であると考えられる。


